








要約:虐待に至る親の背景を探り、再発予防の可能性とそのために有効な治療や援助形体

を求めることが研究の目的である。そのために以下の方法を用いる。

(Ⅰ)海外文献をとり挙げ、親の要因や治療、援助方法について知見を得る。

(Ⅱ)日本における虐待者の治療例を集積検討し、サブタイプに分類、それぞれに有効な方

法論を求める。

 今回はアメリカの文献で夫婦集団療法等について挙げた。又自験例を挙げ、サブタイプ

の分類についての方向を示した。


